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 第２章は基礎実験のためのパイロット規模の炉（容量 30kg）を用い、OPEFB の自己燃焼
炭化における温度分布、種々のガス発生について検討している。試料としては３種類の異なった
サイズのOPEFB粉砕物 (100-150nm, 30-99nm, 29 mm以下) 自然気流と強制気流（空気量一定）条
件の下、実験がなされた。自然気流、強制気流の条件各々において、全ての OPEFB 粒子径にお
けて、最高温度はそれぞれ、417-580 と 493-564 ℃ であった。これらの温度帯はすべて良好な





イロット炭化炉を用いて検討されている。まず、生成炭化物の回収温度を< 500, < 300, < 30 ℃です
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 べてのバイオマス粒径における自然気流速度の影響について、< 500 ℃で炭化物を取りだし、し
かも、最も大きな粒子径の(100-150 mm)の際に最大の炭化物収率（23-25%）と品質(発熱量, CV：
22.6-24.7 MJ/kg)が観察されている。また、 一定の気流速度においても、最も大きな粒子径









整するようにした。試料としては粉砕 OPEFB と粉砕しない OPEFB を用いた。その結果、それぞれ
の炭化温度帯はいずれも583-695 ℃の範囲に入り、良好に炭化できる温度帯であった。また、品質
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